
  【報告１】 

　　　 

「桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程」の一部改正について 

 

 

　運賃分科会の開催にあたり、関係者の負担軽減を図り、生産性向上を図る観点から、国土

交通省物流・自動車旅客課長事務連絡に基づき、その開催を要しない場合の軽微な事案

について明記するほか、所要の改正を行いました。 

 

【改正内容】　別紙報告１－３参照 

・第４条第６項の次に次の 1 項を加える。 

　７　別表第３に掲げる軽微な事案については、会議を開催しない。 

・別表第２の次に次の表を加える。 

　別表第３（第 4 条関係） 

・その他所要の改正を行う。 

 

【改正案】　　別紙報告１－２のとおり　 

 

【施行日】　　令和 8 年 2 月 26 日（運賃分科会の承認日） 

 

【報告事項とする理由】 

運賃に関する協議は桐生市地域公共交通活性化協議会の協議案件でないため。 

 

【その他】 

　桐生市ホームページにて、令和 8 年 2 月 6 日から 19 日まで市民に対し意見募集を 

行ったところ、特に意見等はなく、その結果を踏まえ運賃分科会に諮りました。 

 

【参考資料】国からの事務連絡　別紙報告１参考１ 

　　　　　　　 



桐生市地域公共交通活性化協議会「運賃分科会」委員名簿 

 

 

令和 8年 2月 20 日 

 分科会長 選出団体 委員 備考

 
1 ○

桐生市 

（交通ビジョン推進室長）
古川　治男

当該路線等をその区域

に含む市町村

 
2

桐生朝日自動車㈱ 

（取締役社長）
髙橋　直樹 当該運送事業者

 
3

群馬運輸支局 

（支局長）
堀越　千秋 管轄地方運輸局長

 
4

桐生市区長連絡協議会 

（桐生地区　８区区長）
小幡　文弘

関係住民の意見を代表

する者



桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程 

 

(趣旨) 

第1条　この規程は、桐生市地域公共交通活性化協議会設置要綱(以下「要綱」とい

う。)第8条第1項の規定に基づき設置する分科会の組織、運営その他必要な事項に関

し、同条第2項の規定に基づき定めるものとする。 

 

(設置及び協議事項) 

第2条　桐生市地域公共交通活性化協議会(以下「協議会」という。)に、別表第1の左

欄に掲げる分科会を設置し、同表の中欄に掲げる事項について協議を行う。 

 

(組織) 

第3条　分科会は、分科会長及び分科会委員をもって組織する。 

2　分科会長は、協議会会長が指名する。 

3　分科会長は、分科会を代表し、その会務を総理する。 

4　分科会委員は、別表第2の中欄に掲げる区分に応じて、同表の右欄に掲げる団体又

は機関等を代表する者とし、協議会会長が指名する。 

 

(会議) 

第4条　分科会の会議(以下「会議」という。)は、必要に応じて分科会長が招集し、そ

の議長となる。 

2　会議は、招集する委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3　会議の議決方法は、出席した委員(代理人を含む。以下同じ。)の3分の2以上の多数

で決するものとする。 

4　分科会長は、会議の運営上必要があると認めるときは関係者の出席を求め、説明又

は意見を聴くことができる。 

5　会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑

な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとす

る。 

6　分科会長が特に認めたときは、会議の開催に代えて、書面による協議を行うことが

できる。 

7　別表第3に掲げる軽微な事案については、会議を開催しない。 

 

(協議結果の報告) 

第5条　分科会長は、分科会において協議した結果について、協議会に報告するものと

し、協議会は、報告を受けたものについてそれぞれ別表第1の右欄に定めるとおり取

【報告１-２】改正案



り扱うものとする。 

2　分科会において協議が調った事項については、協議会はその協議結果を尊重しなけ

ればならない。 

 

(庶務) 

第6条　分科会の庶務は、桐生市の交通政策所管課において処理する。 

 

(その他) 

第7条　この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附則 

この規程は、令和6年4月1日から施行する。 

 

附則(令和7年7月1日) 

この規程は、令和7年7月1日から施行する。 

 

附則(令和8年2月26日) 

この規程は、令和8年2月26日から施行する。 

 

 

別表第 1(第 2 条及び第 5条関係) 

 

別表第 2(第 3 条関係) 

 
名　称 事　項

協議会における 

取扱い

 

運賃分科会

(1)道路運送法(昭和 26 年法律第 183 号)第 9

条第 4項に規定する運賃等に関すること 

(2)その他分科会長が必要と認める事項

分科会における協議

結果の報告を受ける

 名　称 区　分 団体又は機関等

 

運賃分科会

当該路線等をその区域に含む市町村 桐生市

 当該運賃等を定めようとする一般乗合

旅客自動車運送事業者

運賃等を定めようとする

交通事業者

 当該路線等を管轄する地方運輸局長又

はその指名する職員
関東運輸局群馬運輸支局

 上記当該市町村の長が関係住民の意見

を代表する者として指名する者

地域福祉関係団体、 

関係住民の代表者等



 

別表第 3(第 4 条関係) 

 名　称 事項

 

運賃分科会

(1)均一制運賃を適用する路線(系統)において、系統変更を伴う停留

所の新設や変更、路線の付け替えや一部延伸があった場合でも、運

賃額に変更がない場合 

(2)毎年のイベント行事等に係る営業割引を実施する場合 

(3)工事等により一時的な迂回が生じる場合の停留所の位置、路線等

を変更する場合 

(4)新たな決済手段を追加する場合



桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程 

 

(趣旨) 

第1条　この規程は、桐生市地域公共交通活性化協議会設置要綱(以下「要綱」とい

う。)第8条第1項の規定に基づき設置する分科会の組織、運営その他必要な事項に関

し、同条第2項の規定に基づき定めるものとする。 

 

(設置及び協議事項) 

第2条　桐生市地域公共交通活性化協議会(以下「協議会」という。)に、別表第1の左

欄に掲げる分科会を設置し、同表の中欄に掲げる事項について協議を行う。 

 

(組織) 

第3条　分科会は、分科会長及び分科会委員をもって組織する。 

2　分科会長は、協議会会長が指名する。 

3　分科会長は、分科会を代表し、その会務を総理する。 

4　分科会委員は、別表第2の中欄に掲げる区分に応じて、同表の右欄に掲げる団体又

は機関等を代表する者とし、協議会会長が指名する。 

 

(会議) 

第4条　分科会の会議(以下「会議」という。)は、必要に応じて分科会長が招集し、そ

の議長となる。 

2　会議は、招集する委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3　会議の議決方法は、出席した委員(代理人を含む。以下同じ。)の3分の2以上の多数

で決するものとする。 

4　分科会長は、会議の運営上必要があると認めるときは関係者の出席を求め、説明又

は意見を聴くことができる。 

5　会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑

な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとす

る。 

6　分科会長が特に認めたときは、会議の開催に代えて、書面による協議を行うことが

できる。 

7　別表第3に掲げる軽微な事案については、会議を開催しない。 

 

(協議結果の報告) 

第5条　分科会長は、分科会において協議した結果について、協議会に報告するものと

し、協議会は、報告を受けたものについてそれぞれ別表第1の右欄に定めるとおり取

【報告１-３】赤字見え消し



り扱うものとする。 

2　分科会において協議が調った事項については、協議会はその協議結果を尊重しなけ

ればならない。 

 

(庶務) 

第6条　分科会の庶務は、桐生市の交通政策所管課において処理する。 

 

(その他) 

第7条　この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附則 

この規程は、令和6年4月1日から施行する。 

 

附則(令和7年7月1日) 

この規程は、令和7年7月1日から施行する。 

 

附則(令和8年2月26日) 

この規程は、令和8年2月26日から施行する。 

 

 

別表第 1(第 2 条及び第 5条関係) 

 

別表第 2(第 3 条関係) 

 
名　称 事　項

協議会における 

取扱い

 

運賃分科会

(1)道路運送法(昭和 26 年法律第 183 号)第 9

条第 4項に規定する運賃等に関すること 

(2)その他分科会長が必要と認める事項

分科会における協議

結果の報告を受ける

 名　称 区　分 団体又は機関等

 

運賃分科会

当該路線等をその区域に含む市町村 桐生市

 当該運賃等を定めようとする一般乗合

旅客自動車運送事業者

運賃等を定めようとする

交通事業者

 当該路線等を管轄する地方運輸局長又

はその指名する職員
関東運輸局群馬運輸支局

 上記当該市町村の長が関係住民の意見

を代表する者として指名する者

地域福祉関係団体、 

関係住民の代表者等



 

別表第 3(第 4 条関係) 

 名　称 事項

 

運賃分科会

(1)均一制運賃を適用する路線(系統)において、系統変更を伴う停留

所の新設や変更、路線の付け替えや一部延伸があった場合でも、運

賃額に変更がない場合 

(2)毎年のイベント行事等に係る営業割引を実施する場合 

(3)工事等により一時的な迂回が生じる場合の停留所の位置、路線等

を変更する場合 

(4)新たな決済手段を追加する場合



【報告１参考１】



  【報告２】 

　　　 

新里町及び黒保根町デマンドタクシーへの配車システム導入について 

 

 

　新里町及び黒保根町で導入しているデマンドタクシーは予約方法がコールセンターへの

電話のみであり、電話予約時間が 7 時から 19 時までの間のみと、時間帯が限られています。

また、予約状況によっては「利用したい日、時間に利用できない」、「到着時間が前後してし

まう」、「到着までの待ち時間が分からない」など課題が生じており、配車システムの改善が

喫緊の課題となっています。 

利用者数も年々減少し、令和元年度と令和 5 年度の利用者数を比較すると、新里地区で

は約 10,300 人が約 9,100 人へ減少、黒保根地区では約 8,200 人が約 2,600 人へ大幅な減

少となっています。利用者減に伴う運賃収入の減少により、毎年市の負担額は増大しており、

持続可能な公共交通とするため、収支率の健全性が求められている中、定時定路線型のお

りひめバスの経常収支率が 20％前後であることに対し、デマンドタクシーの経常収支率は新

里地区で 16.1％、黒保根地区では 5.6％と特に黒保根地区は改善が急務な状況です。 

新里地区・黒保根地区で運行しているデマンドタクシーでは、広範囲にわたる運行区域

を限られた車両でカバーすることから、効率的な運行が求められるため、ＡＩを活用したデマ

ンドタクシー配車システム及びキャッシュレス決済を導入し、利用者の利便性向上を図ること

を目的とし、実施します。 

 

【事業名】　ＡＩオンデマンド型配車システム導入事業 

 

【サービス内容等】　別紙報告２－１のとおり 

 

【報告事項とする理由】 

本事業自体は「桐生市地域公共交通計画」の実施事業として、すでに協議・承認済みで

す。デマンドタクシーの運行形態に影響はなく、あくまで予約方法と決済方法の変更に限定

され、かつ、利用者の利便性の向上に寄与することから、桐生市地域公共交通活性化協議

会設置要綱の（協議事項）第 2 条第 1 項第 1 号には該当しないと判断し、報告事項とさせ

ていただきます。 

※運賃分科会においても、新たな決済手段の変更は分科会設置規程の中で、軽微な　

事項として協議は必要ない旨、記載しています。 

 



　【AIオンデマンド型配車システム導入事業】　

活用制度 地域未来交付金（補助率1/2） 事業費 2,459千円 実装時期 令和8年12月予定

事業概要
本市は旧桐生市と旧新里村・旧黒保根村の1市2村で飛び地合併をした。新里地区と黒保根地区ではデマンドタク
シーを導入している。デマンドタクシーは、予約方法がコールセンターへの電話のみであり、状況によって利用したい日時
に利用できないなど、利便性が悪く、利用者数が減少しており、配車システムの改善が喫緊の課題である。AIを活用し
たデマンドタクシー配車システム及びキャッシュレス決済を導入し、利用者の利便性向上を図る。

具体
サービス

【AIオンデマンド配車システム】
利用者が希望する場所から目的地までドアtoドアの移動
を支援するため、移動サービス提供者に必要な配車・予
約受付、運行管理などの業務を支援する機能を有したシ
ステム。
・車載用端末（デマンドタクシー５台に導入）
・キャッシュレス決済端末（新里デマンドタクシー2台、黒
保根デマンドタクシー1台に導入）

［システム機能］
・LINE（LINEミニアプリ）による配車依頼及び電話配
車による24時間対応
・AIを活用した効率的な配車、ルートの生成が可能
・生成されたルートや運行状況は管理画面で確認・管理
・ドライバーとのやり取りがLINEで可能
・車両の位置をマップ上で確認
・キャッシュレス決済の導入による支払い方法の簡素化

メリット
　・桐生市では日本版ライドシェアを導入しており、運行する事業者はすでにＭＩＴＴを活用し、ライドシェアの他、タクシー
も配車することができる。上記事業者はデマンドタクシー運行事業者と同一であり、既存システムを予約・乗合型に改修する
ため、導入コストも大幅に削減できる。また、ＭＩＴＴの活用により、タクシー・ライドシェア・デマンドタクシーのすべての配車
を一元的なシステムで管理・選択できる利点があり、効率的な運行と利便性の向上が見込まれる。

LINEミニアプリ ＭＩＴＴ
は電話以外にもアプリからの
配車依頼が可能。
新たにアプリをインストール
する必要もなく、高齢者でも
簡単な操作で利用できる。

報告２-2



【協議１】

年 月 日

R7.5.14 　令和６年度決算監査　（監事：近藤委員）

R7.5.18 　令和６年度決算監査　（監事：山形委員）

R7.6.23 　令和７年度第１回協議会開催（桐生市市民文化会館　スカイホールB)

R7.7.22 　令和７年度第１回運賃分科会開催（桐生市役所　204会議室）

R7.8.28 　令和７年度第２回運賃分科会開催（桐生市役所　205会議室）

R7.12.19 　令和７年度第３回運賃分科会開催（書面開催）

R8.1.26 　令和７年度第２回協議会開催（桐生商工会議所　ケービックホールⅠ・Ⅱ)

R8.2.26 　令和７年度第４回運賃分科会開催（書面開催）

令和７年度　桐生市地域公共交通活性化協議会事業報告

事       業       内       容

【委員改選関係】
（１）委嘱状の交付について
（２）会長、副会長の互選について
（３）監査の選任について
【報告事項】
（１）おりひめバス停留所名の変更について
【協議事項】
（１）桐生市地域公共交通活性化協議会要綱の改正について
（２）令和6年度桐生市地域公共交通活性化協議会事業報告について
（３）令和6年度桐生市地域公共交通活性化協議会収入支出決算について
（４）令和7年度桐生市地域公共交通活性化協議会事業計画（案）について
（５）令和7年度桐生市地域公共交通活性化協議会収入支出予算（案）について
（６）おりひめバス運賃見直しに関する分科会の設置について
（７）地域公共交通確保維持事業（黒保根町デマンドタクシー地域内フィーダー系統）
　　　に関する認定申請について

・おりひめバスの運賃見直しについて

・おりひめバスの運賃改定（案）の検討について

・おりひめバスの運賃改定実施日の見送りについて

【報告事項】
（１）おりひめバス運賃の改定見送りについて
（２）おりひめバス停留所位置の変更について
【協議事項】
（１）桐生市地域公共交通計画の調査、分析及び達成状況評価について
（２）地域公共交通確保維持改善事業（黒保根町デマンドタクシー地域内フィーダー
　　　系統）に関する事業評価について

・「桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程」の改正について



【協議２】

１  収入 （単位：円）

負担金 84,000 84,000 84,000 0

補助金 5,431,000 5,431,000 5,069,000 △ 362,000

繰越金 129,048 129,048 129,048 0

諸収入 952 952 641 △ 311

合  計 5,645,000 0 5,645,000 5,282,689 △ 362,311

２  支出 （単位：円）

会議費 5,000 5,245 10,245 10,245 0

事務費 84,000 △ 5,245 78,755 8,220 70,535

補助金 5,431,000 5,431,000 5,069,000 362,000

予備費 125,000 125,000 0 125,000

合  計 5,645,000 0 0 5,645,000 5,087,465 557,535

※支出予算の項目ごとについて過不足が生じた場合は、相互に流用できるものとする。

収　　入 5,282,689 円
支　　出 5,087,465 円

差引残額 195,224 円

　　差引差額は次年度へ繰越し

令和７年度  桐生市地域公共交通活性化協議会収入支出決算

桐生市負担金

国庫補助金（フィーダー系統補助）

前年度繰越金

預金利息

協議会開催費（飲料水等）

郵送料　　　 　　7,450円　　　
振込手数料　　 　　770円

フィーダー系統補助

項  目 当初予算額 補正額 予算現額 収入済額 差引額 説    明

項  目 当初予算額 補正額 流充用額 予算現額 支出済額 不用額 説    明



【協議３】

期　日

5月14日

5月18日

6月29日

7月

9月

11月

1月

2月

令和８年度　桐生市地域公共交通活性化協議会事業計画（案）

概　要　及　び　主　な　議　題　等

令和7年度決算監査　（監事：近藤委員）

令和7年度決算監査　（監事：山形委員）

第1回　桐生市地域公共交通活性化協議会開催

【報告事項】
　（1）「桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程」の改正について
　　　　（運賃分科会に関する事項）
　（2）新里町及び黒保根町デマンドタクシーへの配車システム導入について
【協議事項】
　（1）令和7年度桐生市地域公共交通活性化協議会事業報告について
　（2）令和7年度桐生市地域公共交通活性化協議会収入支出決算について
　（3）令和8年度桐生市地域公共交通活性化協議会事業計画（案）について
　（4）令和8年度桐生市地域公共交通活性化協議会収入支出予算（案）について
　（5）「おりひめバス路線等再編・見直し分科会」の設置及び設置に伴う
　　 　「桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程」の改正について
　（6）地域公共交通確保維持事業（黒保根町デマンドタクシー地域内フィーダー
　　　 系統）に関する認定申請について

※第1回　おりひめバス路線等再編・見直し分科会開催
　・現状の把握

※第2回　おりひめバス路線等再編・見直し分科会開催
　・意見・要望等を踏まえた検証

※第3回　おりひめバス路線等再編・見直し分科会開催
　・新たな移動手段等の検討

第2回　桐生市地域公共交通活性化協議会開催

【協議事項】
（1）桐生市地域公共交通計画の調査、分析及び達成状況評価
（2）地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について
　　　・黒保根町デマンドタクシーにおける地域内フィーダー系統補助事業

※第4回　おりひめバス路線等再編・見直し分科会開催
　・再編シミュレーションでの検討

　※おりひめバス路線等再編・見直し分科会については、第1回協議会の【協議5】において
　　設置が認められた場合に実施する。

　◆上記の他、必要に応じ下記の協議を実施する。
　　〇乗合旅客運送の態様等に関すること。
　　〇桐生市地域公共交通計画の変更に関すること。
　　〇桐生市地域公共交通計画に位置付けられた事業の実施に関すること。
　　〇運賃等に関すること。（桐生市地域公共交通活性化協議会運賃分科会）



【協議４】

１  収入

項  目 前年度予算額 予算額 増　減

負担金 84,000 84,000 0

補助金 5,431,000 5,431,000 0

繰越金 129,048 195,224 66,176

諸収入 952 776 ▲ 176

合  計 5,645,000 5,711,000 66,000

２  支出

項  目 前年度予算額 予算額 増　減

会議費 5,000 20,000 15,000

事務費 84,000 84,000 0

補助金 5,431,000 5,431,000 0

予備費 125,000 176,000 51,000

合  計 5,645,000 5,711,000 66,000

※前年度予算額は当初予算額としている。

※支出予算の項目ごとについて過不足が生じた場合は、相互に流用できるものとする。

令和８年度 桐生市地域公共交通活性化協議会収入支出予算（案）

（単位：円）

説    明

　桐生市負担金

　国庫補助金：
　　フィーダー補助

  前年度繰越金

  預金利息等

（単位：円）

説    明

　協議会等開催費

　事務用消耗品、郵送料等

　フィーダー補助



  【協議５】  

   「おりひめバス路線等再編・見直し分科会」の設置及び設置に伴う「桐生市 

地域公共交通活性化協議会分科会設置規程」の改正について 

 

 

 桐生市地域公共交通活性化協議会設置要綱第８条に基づき、おりひめバス路線等再編・

見直しに関して専門的な調査、検討を行う分科会を設置するため、桐生市地域公共交通活

性化協議会分科会設置規程を改正する。 

 

【分科会設置】 協議 5-3参照 

桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程 別表第 1(第 2 条及び第 5 条関

係)により協議事項等を定める。具体的な協議は以下のとおりとする。 

① おりひめバスの現行路線と各便の利用状況に加え、周辺の利便施設の新設・閉鎖状

況といった社会情勢の変化に対応した、全体路線の再編及び見直しの検討。 

② 慢性的に遅れるダイヤの調整や、運転士の働き方改革に対応した見直しの検討。 

③ おりひめバスに代わる移動手段、キャッシュレス決済導入等の検討。 

 

【分科会委員】 協議 5-3参照 

桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程 別表第 2（第 3条関係）の中欄に

掲げる区分に応じて、同表の右欄に掲げる団体又は機関等を代表する者とし、桐生市地域

公共交通活性化協議会会長が指名する。 

 

【今後のスケジュール】 

 協議 5-4 おりひめバス路線等再編・見直し分科会スケジュール（案）のとおり 

----------------------------------------------------------------------- 

【参考】現路線に至る経緯（ダイヤのみの変更は除く） 

○令和 3年 4月 1日 ：おりひめバス路線の全面改正 

  ・地域ごとに車両を割り付け、地域別の改正を可能とする。 

・主要幹線として中央幹線を新設し、新桐生駅～ＪＲ桐生駅までの本数を充実させ、厚生病院への  

移動の利便性向上を図るとともに、一部の便を東邦病院まで延伸。 

〇令和 4年 3月 1日 ：相生線全面再改正 

  ・相生地域内のみの環状路線を廃止し、ＪＲ桐生駅まで直結する路線のみに改正 

〇令和 5年 5月 1日 ：梅田線一部改正 

  ・梅田ふるさとセンターまでの便を増便 

〇令和 6年 5月 10日 ：川内線全面再改正 

  ・相生地域とを繋ぐ路線を大幅に減便し、ＪＲ桐生駅やメガドン・キホーテを繋ぐ路線を増便すると   

ともに、曜日で異なる運行を廃止。 



【協議５－２】 

桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程 

 

(趣旨) 

第1条 この規程は、桐生市地域公共交通活性化協議会設置要綱(以下「要綱」とい

う。)第8条第1項の規定に基づき設置する分科会の組織、運営その他必要な事項に関

し、同条第2項の規定に基づき定めるものとする。 

 

(設置及び協議事項) 

第2条 桐生市地域公共交通活性化協議会(以下「協議会」という。)に、別表第1の左

欄に掲げる分科会を設置し、同表中欄に掲げる事項について協議を行う。 

 

(組織) 

第3条 分科会は、分科会長及び分科会委員をもって組織する。 

2 分科会長は、協議会会長が指名する。 

3 分科会長は、分科会を代表し、その会務を総理する。 

4 分科会委員は、別表第2の中欄に掲げる区分に応じて、同表の右欄に掲げる団体又

は機関等を代表する者とし、協議会会長が指名する。 

 

(会議) 

第4条 分科会の会議(以下「会議」という。)は、必要に応じて分科会長が招集し、そ

の議長となる。 

2 会議は、招集する委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3 会議の議決方法は、出席した委員(代理人を含む。)の3分の2以上の多数で決するも

のとする。 

4 分科会長は、会議の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、説明

又は意見を聴くことができる。 

5 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑

な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとす

る。 

6 分科会長が特に認めたときは、会議の開催に代えて、書面による協議を行うことが

できる。 

7 別表第3に掲げる軽微な事案については、会議を開催しない。 

 

(協議結果の報告) 

第5条 分科会長は、分科会において協議した結果について、協議会に報告するものと

し、協議会は、報告を受けたものについてそれぞれ別表第1の右欄に定めるとおり取

り扱うものとする。 

改正案 



【協議５－２】 

2 分科会において協議が調った事項については、協議会はその協議結果を尊重しなけ

ればならない。 

 

(庶務) 

第6条 分科会の庶務は、桐生市の交通政策所管課において処理する。 

 

(その他) 

第7条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、協議会会長が別に定める。 

 

附 則 

この規程は、令和6年4月1日から施行する。 

 

附 則(令和7年7月1日) 

この規程は、令和7年7月1日から施行する。 

 

附 則(令和8年2月26日) 

この規程は、令和8年2月26日から施行する。 

 

附 則(令和8年7月1日) 

この規程は、令和8年7月1日から施行する。 

 

 

別表第 1(第 2条及び第 5条関係) 

名 称 事 項 
協議会における 

取扱い 

運賃分科会 

(1) 道路運送法(昭和 26 年法律第 183 号)第

9条第 4項に規定する運賃等に関すること。 

(2) その他分科会長が必要と認める事項 

分科会における協議

結果の報告を受け

る。 

おりひめバス

路線等再編・

見直し分科会 

(1)  地域の実情に応じた適切な乗合旅客運

送の態様に関する事項 

(2)  国の地域公共交通確保維持改善事業費

補助金交付要綱に基づく、陸上交通におけ

る地域の特性や実情に応じた地域に最適

な交通手段の提供に関すること。 

(3)  その他分科会長が必要と認める事項 

分科会で協議後、協

議結果の報告を受

け、協議会において

審議する。 

 

 



【協議５－２】 

別表第 2(第 3条関係) 

名 称 区 分 団体又は機関等 

運賃分科会 

当該路線等をその区域に含む市町村 桐生市 

当該運賃等を定めようとする一般乗合

旅客自動車運送事業者 

運賃等を定めようとする

交通事業者 

当該路線等を管轄する地方運輸局長又

はその指名する職員 
関東運輸局群馬運輸支局 

上記当該市町村の長が関係住民の意見

を代表する者として指名する者 

地域福祉関係団体 

関係住民の代表者等 

おりひめバス

路線等再編・

見直し分科会 

当該路線等をその区域に含む市町村 桐生市 

一般乗合旅客自動車運送事業者 
協議する路線等を運行す

る交通事業者 

学識経験者  地域公共交通マイスター 

上記当該市町村の長が関係住民の意見

を代表する者として指名する者 

地域福祉関係団体 

関係住民の代表者等 

 

別表第 3(第 4条関係) 

名 称 事項 

運賃分科会 

(1) 均一制運賃を適用する路線(系統)において、系統変更を伴う停

留所の新設や変更、路線の付け替えや一部延伸があった場合でも、

運賃額に変更がない場合 

(2) 毎年のイベント行事等に係る営業割引を実施する場合 

(3) 工事等により一時的なう回が生じる場合の停留所の位置、路線

等を変更する場合 

(4) 新たな決済手段を追加する場合 

 



【協議５－３】 

桐生市地域公共交通活性化協議会分科会設置規程（案） 

 

(趣旨) 

第1条 この規程は、桐生市地域公共交通活性化協議会設置要綱(以下「要綱」とい

う。)第8条第1項の規定に基づき設置する分科会の組織、運営その他必要な事項に関

し、同条第2項の規定に基づき定めるものとする。 

 

(設置及び協議事項) 

第2条 桐生市地域公共交通活性化協議会(以下「協議会」という。)に、別表第1の左

欄に掲げる分科会を設置し、同表の中欄に掲げる事項について協議を行う。 

 

(組織) 

第3条 分科会は、分科会長及び分科会委員をもって組織する。 

2 分科会長は、協議会会長が指名する。 

3 分科会長は、分科会を代表し、その会務を総理する。 

4 分科会委員は、別表第2の中欄に掲げる区分に応じて、同表の右欄に掲げる団体又

は機関等を代表する者とし、協議会会長が指名する。 

 

(会議) 

第4条 分科会の会議(以下「会議」という。)は、必要に応じて分科会長が招集し、そ

の議長となる。 

2 会議は、招集する委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3 会議の議決方法は、出席した委員(代理人を含む。以下同じ。)の3分の2以上の多数

で決するものとする。 

4 分科会長は、会議の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、説明

又は意見を聴くことができる。 

5 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑

な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとす

る。 

6 分科会長が特に認めたときは、会議の開催に代えて、書面による協議を行うことが

できる。 

7 別表第3に掲げる軽微な事案については、会議を開催しない。 

 

(協議結果の報告) 

第5条 分科会長は、分科会において協議した結果について、協議会に報告するものと

し、協議会は、報告を受けたものについてそれぞれ別表第1の右欄に定めるとおり取

り扱うものとする。 

赤字見え消し 



【協議５－３】 

2 分科会において協議が調った事項については、協議会はその協議結果を尊重しなけ

ればならない。 

 

(庶務) 

第6条 分科会の庶務は、桐生市の交通政策所管課において処理する。 

 

(その他) 

第7条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、協議会会長が別に定める。 

 

附 則 

この規程は、令和6年4月1日から施行する。 

 

附 則(令和7年7月1日) 

この規程は、令和7年7月1日から施行する。 

 

附 則(令和8年2月26日) 

この規程は、令和8年2月26日から施行する。 

 

附 則(令和8年7月1日) 

この規程は、令和8年7月1日から施行する。 

 

 

別表第 1(第 2条及び第 5条関係) 

名 称 事 項 
協議会における 

取扱い 

運賃分科会 

(1) 道路運送法(昭和 26 年法律第 183 号)第

9条第 4項に規定する運賃等に関すること。 

(2) その他分科会長が必要と認める事項 

分科会における協議

結果の報告を受け

る。 

おりひめバス

路線等再編・

見直し分科会 

(1)  地域の実情に応じた適切な乗合旅客運

送の態様に関する事項 

(2)  国の地域公共交通確保維持改善事業費

補助金交付要綱に基づく、陸上交通におけ

る地域の特性や実情に応じた地域に最適

な交通手段の提供に関すること。 

(3)  その他分科会長が必要と認める事項 

分科会で協議後、協

議結果の報告を受

け、協議会において

審議する。 

 

 



【協議５－３】 

別表第 2(第 3条関係) 

名 称 区 分 団体又は機関等 

運賃分科会 

当該路線等をその区域に含む市町村 桐生市 

当該運賃等を定めようとする一般乗合

旅客自動車運送事業者 

運賃等を定めようとする

交通事業者 

当該路線等を管轄する地方運輸局長又

はその指名する職員 
関東運輸局群馬運輸支局 

上記当該市町村の長が関係住民の意見

を代表する者として指名する者 

地域福祉関係団体、 

関係住民の代表者等 

おりひめバス

路線等再編・

見直し分科会 

当該路線等をその区域に含む市町村 桐生市 

一般乗合旅客自動車運送事業者 
協議する路線等を運行す

る交通事業者 

学識経験者  地域公共交通マイスター 

上記当該市町村の長が関係住民の意見

を代表する者として指名する者 

地域福祉関係団体 

関係住民の代表者等 

 

別表第 3(第 4条関係) 

名 称 事項 

運賃分科会 

(1) 均一制運賃を適用する路線(系統)において、系統変更を伴う停

留所の新設や変更、路線の付け替えや一部延伸があった場合でも、

運賃額に変更がない場合 

(2) 毎年のイベント行事等に係る営業割引を実施する場合 

(3) 工事等により一時的なう回が生じる場合の停留所の位置、路線

等を変更する場合 

(4) 新たな決済手段を追加する場合 

 



【協議５－４】 

 

おりひめバス路線等再編・見直し分科会スケジュール（案） 

 

【令和 8 年度】 

6 月：桐生市地域公共交通活性化協議会で設置承認 

 

7 月：おりひめバス、予約制おりひめ、デマンドタクシー、民間タクシーの現状把握 

第 1 回 ・現在の運行体系 ・利用者推移 ・乗降調査結果  

・収支等推移 ・営業車両数（民間タクシー） など 

 

9 月：これまでの意見等を踏まえた現在の公共交通ネットワークの検証 

第２回 ・各地域の課題、意見 

・市民アンケート（隔年）     

    ・公共交通計画策定時アンケート 

    ・Ｒ3 路線再編後の懸案事項（電話やメールなどでの市民の声）内容整理  

    ※おりひめバス現路線の利用者が少ない最終便減便の検討 

    ※交通系ＩＣカード導入の検討 

    ※運賃改定時期の検討 

 

11 月：ＭＡＹＵの実証実験の検証結果を踏まえた公共交通としての可能性 

第 3 回 ・地域内交通 

  ・駅間シャトル 

 

2 月：再編シミュレーションでの検討 

第 4 回 ①現状路線を基本 

    ②現状路線を減らしてデマンドタクシーでカバー 

    ③中央幹線（新桐生駅～群馬大学）のみとし、デマンドタクシーでカバー 

    ※デマンドタクシー （1）バス停型 

              （2）ドアツードアで目的地限定型(病院、スーパー、駅) 

    ◎イニシャル、ランニングコスト等の比較 

 

第 5 回～ 令和 9 年度以降 

 

〇改正等の実施計画 

➢ おりひめバス路線等の再編 ⇒ 令和 11 年 4 月 1 日を目標 

➢ 一部路線の見直しなど   ⇒ 随時実施 

いずれも分科会で協議が整った後、桐生市地域公共交通活性化協議会での協議・承認

が必要。 



 

0協議ą：申請書類Ā1 

桐生市地域公共交通計画 

地域公共交通確保維持Ï業ÿ地域内フィüダü系統Ā{関す»記載箇所一覧表 

 

 

 

Ā．地域公共交通確保維持Ï業{よº運行を確保û維持す»運行系統~地域~公共交通{おq»位

置uqû役割 

桐生市地域公共交通計画 Ąÿペü¸ 

ā．前号を踏まえた地域公共交通確保維持Ï業~必要性 

桐生市地域公共交通計画 Ąāペü¸ 

Ă．地域公共交通確保維持Ï業{よº運行を確保û維持す»運行系統{係»Ï業及びß施主体~概

要 

桐生市地域公共交通計画 Ąÿペü¸1ćĀペü¸ 

ă．地域公共交通計画~区域内全体{おq»地域旅û運送サüビ¹~利用者~数1収支1費用{係»国

又�地方公共団体~支出~額そ~他~定量的z目標û効果及びそ~評価手法 

桐生市地域公共交通計画 āćペü¸1ćāペü¸～ćĂペü¸ 

 

 

ÿ添付資料Ā 

ûP記記載~地域公共交通計画~該当ペü¸ÿ写しĀ 

 

※t参考 

û要綱第ĀĆ条第Ā項 

 陸P交通ÿ地域内フィüダü系統Ā{係»地域公共交通確保維持Ï業ÿ以Qs~条{おいv単{<地 

域公共交通確保維持Ï業=という2Āを行う場合�1地域公共交通計画{1当該地域公共交通計画~計 

画期間内{おq»次{掲r»Ï項{tいv具体的{記載す»も~とす»2 

一 地域公共交通確保維持Ï業{よº運行を確保û維持す»運行系統~地域~公共交通{おq»位置付

qû役割 

Ð 前号を踏まえた地域公共交通確保維持Ï業~必要性 

O 地域公共交通確保維持Ï業{よº運行を確保û維持す»運行系統{係»Ï業及びß施主体~概要 

四 地域公共交通計画~区域内全体{おq»地域旅û運送サüビ¹~利用者~数1収支1費用{係»国

又�地方公共団体~支出~額そ~他~定量的z目標û効果及びそ~評価手法 
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(4) w域公共交通~O�Þ�û�r 

^Õ~T}qî�~O�Þ�1�r1úßýc~��~ý��ïO~xzºwy2 

 

è 6-1 ^Õ}qî�~O�Þ�û�rûúßýc~��~ý� 

O�Þ� �z路線 �r 確ß維持~�±~ý策 

ß域 

幹線交通 

0各Ö道路線1 
 両毛線 

 w武桐�線 

 わ�¹せ渓¿線 

 N毛線 

桐�駅 1õ桐�
駅1ÿ桐�駅²起
ùxw1^_~wß
x²ßßö{tz� 

î�Ïm�xWû~N1NÛ
ïN~ÛÌ|þ²úßy» 

0Ú速ð¹1 
 ·�交通 

 日oo�ð¹ 

w域� 

幹線交通 

0路線ð¹1 
 zºr±ð¹ÿo�幹ÿÿ^�bÿ
}Ā1þ�ÿĀ 

^ÕTwßx^o
ßøÛs^Õ~w
ß�²tz� 

w域公共交通確ß維持Ïm
ÿ幹線補助1Î両購u¿補
助Ā²活}w1cÿözÛÌ²
þgy 

0路線ð¹1 
 zºr±ð¹ÿN�ï_Ā 

î�Ïm�xWû~N1NÛ
ïN~ÛÌ|þ²úßy» 

w域Õ 

交通 

0乗\¿¿·ü1 
 Î}制zºr± 

å~��´î¹w²
oえ»1wßÕ~û
×k段xz» 

î�Ïm�x³~w�×º}�
{¸ºNÛïN~��²úßy
» 

0÷þンù¿¿·ü1 
 õ里�÷þンù¿¿·ü 

 Þß根�÷þンù¿¿·ü 

w域公共交通確ß維持Ïm
ÿフ³üÀü補助Ā²活}w1
cÿözÛÌ²þgy 

}~Þ 

0¿¿·ü1 

î�Ïm�x³~w�×º}�
{¸ºNÛïN~��²úßy
» 

0w域~移×µüビ¹1 
 交通z�wo償Û送 

 ÿ祉o償Û送 

 MAYU 

0¹¿üûð¹1 {Û~þö 

 

 

 

 

 

  

⚫ zºr±ð¹0o�幹線ÿ^�b系}Āûþ�線1�桐�^x�yº^²~��路線xzsvい~y|1桐�
^~¿}¬ç{¸svÛÌwvい~y2 

w域�幹線系}補助{tいv 
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(5) w域公共交通確ß維持Ïm~必要g 

dw域�幹線系}確ß維持¿ÿ庫補助Ñ~活} 

◼ zºr±ð¹0o�幹線ÿ^�b系}Ā1 

o�幹ÿÿ^�bÿ}Ā�1oß拠ù{¹1wß拠ùÿõ桐�駅Ā�²³}w1�勤��1¿{1�
ö{~[ùzþöw~û×²çsvい~y2~�1起�ù~w¶õö��yº^{O�w1^Õ_²tz�å~
��~¿xwvúßûýc|ß�zïÿxzsvい~y2Nýw1¯ÿ_´Ïm�~Û÷úÛ��w�ïÿ~
ýc|÷w�1wß}qî�úßýcÏm{¸ºÛÌ²úßûýcy»ß�|あº~y2 

 

◼ zºr±ð¹0þ�線1 

þ�ÿ�1oß拠ù{¹wß拠ùÿþ�駅Ā�²³}w1|辺~]Ow´��ß�ý¯²tz�ïÿw
y2~�1起�ù~��¹�ü»��yº^{O�w1^Õ_²tz��r²çsvい»x\f{1^}~¿{~¿
xwvk{{zいÛÌµüó¹xzsvい~y2Nýw1¯ÿ_´Ïm�~Û÷úÛ��w�ïÿ~ýc|÷w
�1wß}qî�úßýcÏm{¸ºÛÌ²úßûýcy»ß�|あº~y2 

 

ew域Õフ³üÀü系}確ß維持¿ÿ庫補助Ñ~活} 

◼ õ里�ûÞß根�÷þンù¿¿·ü 

wß~û×k段1{{Ú齢�{~�öû¿{{~å~��~¿~úßx}qî�z�wß~ëí²ë
²y»��{1wß²~�|»wß�ýóøワü¿xçÿy»ÿ}xwvß�zÛÌµüó¹xzsvい~y2Ný
w1¯ÿ_´Ïm�~Û÷úÛ��w�ïÿ~ýc|÷w�1wß}qî�úßýcÏm{¸ºÛÌ²ú
ßûýcy»ß�|あº~y2 
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⚫ Ö道Ûsð¹Î両~��özÎ両更õ 2-3-1 

令Ü 6~þ～ ：ÖÓ 

N毛ÿ再�Wû_Ûsわ�¹{渓¿鐵Ó再�Wû_w}� 
2D 

：ð¹ 

群½�~öõÿþ²�え�ÿÎo²��ö{öõ 

�_åò~YWzy²�~え1EV Îo´ワ´ンÎ~^u}� 

2A 

 

⚫ Î両やý設~ðú²フúüW1öニðüµû÷¶´ンW~推進 2-3-2 

令Ü 6~þ～ ：þン¹öó÷ð¹Îo~^uë² 2A 

：Ćûðüµû÷¶´ン¿¿·ü~^uë² 2Bû2C 
 

⚫ _型Ăビúö³û歩Ìûë転Î{}環境~}善 2-3-3 

令Ü 6~þ～ ：歩ÓuÙ²ßý0ýÿ1 
：¯îÎ�Ì�´矢羽根ßï÷è{~uÙ²ßý0ýÿ1 3Bû3D 

 

⚫ ë×Û転â術活}~}討 3-1-3 

令Ü 6~þ～ ：群½��{¸»úĂüøâÛ{²�}w�¯×ÛîâÛ~|~
²o÷ 

3B 
 

 

(2) 補助系}{係»ÏmÛsßý�体tいv 

è 7-1 Üûÿ}{Ï»ÏmÛsßý�_~ë� 

系}名 ÛÌ路線 ÛÌ態様 ßý�体 補助Ïm~活} 

zºr±ð¹ 

ûo�幹ÿ 

ÿ^�bÿĀ 

桐�駅Wó 

～õ桐�駅 

～ÿw¶õöĀ 

ïÿÛ�ÛÌ 桐��å¯×Î㈱ 
幹ÿÜû1 

Îo購u¿Üû 
zºr±ð¹ 

ûþ�ÿ 

桐�駅Wó 

～þ�駅 

～Îo�÷w 

～��¹�ü» 

÷þンù¿¿·ü 

ûõÝw{ 
õÝw{ 

{ßÛÌ ㈱沼u_¿¿·ü õ³üÀüÜû 
÷þンù¿¿·ü 

ûÞß根w{ 
Þß根w{ 

  



� 4章 }qî�~ÿö 

28 

hÞß根�÷þンù¿¿·ü 

Þß根w{�1�r24~þwïÿð¹²ßkw1�r25~ 4o{¹÷þンù¿¿·ü~^u²�Ûw~w
�2�夕²ÛfÛïÿwÛÌw1}~Þ~f���ù²ôüù²~õû÷þンùwÛÌwvい~y2 

þó�]{�い{}��~々�]þUww�|1�r 30 ~þ~�þ_�»ン¿üßk{¸»ïÿo÷x
wv~|沼駅oí»ン¿ü{}f~ýÑûr~�Û{¸º1�r 30 ~þx令ÜS~þ~{}�|ßòw~
w�2w{w1õß³ýú¶´û¹{¸»_û¯ÿ~�ÿzy{¹令Ü2~þïß~{}|�幅{½�¿³wい»
öíwy2 

 

 

÷ 4-18 ~þw{}�~ëû 

Ïý：桐�^ 

÷ 4-19 }~¿}x}~ßu~ëû 

Ïý：桐�^ 

6,303 6,096 
5,685 

6,411 

8,239 

5,911 

4,804 4,670 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

�r27~þ �r28~þ �r29~þ �r30~þ 令ÜS~þ 令Ü2~þ 令Ü3~þ 令Ü4~þ

ÿþĀ

9,517 9,711 
10,274 10,112 

10,906 
10,133 

10,599 10,398 

1,457 1,418 1,508 1,715 
2,139 

1,536 1,371 1,547 

15.3% 14.6% 14.6%

16.9%

19.6%

15.1%

12.9%

14.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

�r27~þ �r28~þ �r29~þ �r30~þ 令ÜS~þ 令Ü2~þ 令Ü3~þ 令Ü4~þ

(S×)

}~¿} }~ßu ßo÷
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第Ć章 ��~Ôrö況~ßï 

8.1. ßïg標 

þ{~Ôröí²ú�y»��~ßïg{²1ïO~�º¯Ûw~y2 

 

è 8-1 ßïg{ûþ{t 

þ{ ßïg{ 
ÿöt 

ÿ2023 ~þĀ 

þ{t 

ÿ2028 ~þĀ 

þ標d 

<公共交通{}~Ï進= 

公共交通ÿð¹Ā~ 

{}�u 

ÿþó 1þ_�ºû~�Ā 

2.53 (þ) 3.20 (þ) 

(2022 ~þ) (2027 ~þ) 

公共交通ÿÖ道Ā~ 

{}�u 

ÿþó 1þ_�ºû~�Ā 

40.39 (þ) 44.00 (þ) 

(2021 ~þ) (2027 ~þ) 

公共交通~{}率 

ÿå~~û×k段Ā 

13.2 (%) 20.0 (%) 

(2023 ~þ) (2027 ~þ) 

公共交通~{}頻þ 

ÿ~1ÞïN~{}Ā 

34.5 (%) 50.0 (%) 

(2023 ~þ) (2027 ~þ) 

公共交通~維持û~展 

{U��意Û 

ÿ<{{_�wzい=xÞ�Ā 

23.4 (%) 20.0 (%) 

(2023 ~þ) (2027 ~þ) 

þ標e 

<Ïm効ÿ~}善= 

公共交通Ïmÿð¹Ā~ 

ßo率 

18.3 (%) 20.0 (%) 

(2022 ~þÛÌV) (2027 ~þ) 

公共交通ÿð¹Āx~ 

公öÏÑ÷u額 

ÿ{}�1þ_�ºĀ 

587.3 (×) 587.3 (×) 

(2022 ~þ~ÿÝ) (2027 ~þ) 

þ標f 

<移×~[様W~Ï進= 

次^ïĂビúö³{}{¸» 

CO2Z�量 

1,209 (kg) 2,867 (kg) 

(2022 ~þ) (2027 ~þ) 

次^ïĂビúö³{}þu 
3,205 (þ) 7,600 (þ) 

(2022 ~þ) (2027 ~þ) 
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è 8-2 ut~¯Ûûÿûýý 

ßïg{ 
þ{t~ 

�えý 

{} 

÷ü¿ 
ÿûýý Ù� 

公共交通ÿð¹Ā~ 

{}�u 

ÿþó 1þ_�ºû~�Ā 

ßò 
Ïm� 

÷ü¿ 

0zºr�ð¹1Î}vzº
r�1÷þンù¿¿·ü~~
�{}�u~\�1 
÷0^~ÿþó1 • ^~ÿþó：O}ÿoó�~āooå

fù~t 

• þ{t：桐�^�}kÿ\��ß�
ÿo��¸º 公共交通ÿÖ道Ā~ 

{}�u 

ÿþó 1þ_�ºû~�Ā 

ßò 
Ïm� 

÷ü¿ 

0^Õ 17 T駅~~�_
ßûu~\�1 
÷0^~ÿþó1 

公共交通~{}率 

ÿå~~û×k段Ā 
ßò 

<^}~
ø=²ンÁ
üø 

0<dÖÓ1ezºr�ð
¹1fÎ}vzºr�û÷þ
ンù¿¿·ü=²y¼{ 1 t
ïNøþw�ý~\�1 
÷0Þ��u1 

• ²ンÁüø� 2~{ 1 Þ 

• ÿít：#25<^}~ø=²ンÁüø 

• [_ 17]å~~û×k段{�_²{}w
vい~y{ÿ�uÞ�ÿĀ 

公共交通~{}頻þ 

ÿ~1ÞïN~{}Ā 
ßò 

^}²ン
Áüø 

0ÖÓ1ð¹{{tいv1
<1.± 5 ÞïN=～<4.~
1 ÞïN=²y¼{ 1 tï
Nøþw�ý~\�1 
÷0Þ��u1 

• ßï~þ{²ンÁüø~ßý 

• [_ 2]}¼~¼~}qî�ÿ¿¿·ü1Ö
Ó1ð¹{Ā{tいv1あv�~»�~²}
えv���いÿ{}頻þÿ 

公共交通~維持û~展 

{U��意Û 

ÿ<{{_�wzい=xÞ�Ā 

�] 
^}²ン
Áüø 

0<7.{{_�wzい=²ø
þw�ý~\�1 
÷0Þ��u1 

• ßï~þ{²ンÁüø~ßý 

• [_ 9]}qî�~ýcû~]~��1あz
��y³z�x|w}~y{ÿ�uÞ�
ÿĀ 

公共交通Ïmÿð¹Ā~ 

ßo率 
ßò 

Ïm� 

÷ü¿ 

zºr�ð¹1Î}vzºr
�1÷þンù¿¿·ü~ßo
÷~�W 

• ð¹{~� 

公共交通ÿð¹Āx~ 

公öÏÑ÷u額 

ÿ{}�1þ_�ºĀ 

ýc 
Ïm� 

÷ü¿ 

0zºr�ð¹1Î}vzº
r�1÷þンù¿¿·ü~ÿû
�Ûs^~ÜûÝ~\
�1 
÷0zºr�ð¹1Î}vz
ºr�1÷þンù¿¿·ü~
{}�u~\�1 

• ð¹{~� 

• ÜûÝ：î�Ïm�x~öçöÜûÝ 

• 24 ~þïß~þþ¿ßòxóý¿~Ú
騰1�¹{þó�]²òwy»x�]~þ
{¯Û�÷w�1}qî�~{}Ï²1
û÷WxgùWÿ}¿óvĀ{ú�1ý
cxy» 

次^ïĂビúö³{}{¸» 

CO2Z�量 
ßò ^÷ü¿ 

01þ_�º~CO2排ûß
ÿ0.3772kgĀ1 
×0k^ïĂóúö³{}þ
u1 

• k^ïĂóúö³�MAYU ~� 

• 1 þ_�º~ CO2排ûß 

＝CO2排ûß[Oÿ2.32kg/ℓĀ 

×Ýöÿ2kmĀ÷ó¿ÿ12.3km/ℓĀ 

※¸³�勤{z�» CO2 排ûßx\x�ÿýý 

次^ïĂビúö³{}þu ßò ^÷ü¿ MAYU ~{}þu~\� 
• 桐�^�_Ïm~\�{}�u 

• k^ïĂóúö³�MAYU ~� 

  



 

別 紙 

0協議ĄĈ申請書類Ā1 

 

ð和Ć�ĄoĀć日 

 

          ÿ]称Ā桐生市地域公共交通活性化協議会          

  

ÿĂ地域公共交通確保維持事業{Ï»目的û必要性 

 

桐生市黒保根�w�1桐生市û�yº市û日Z市²結ぶわ�¹{渓谷鐵Ó及び黒保根�Õ²

運行y»黒保根�路線バ¹²中心{1黒保根�^~w運行y»過疎地p償運送1朝]~_中学

生²輸送y»¹クüûバ¹等{¸º住民~移動手段²確保wv}�|1高齢化や過疎化|進³

�こxw路線バ¹~維持|困難xzs�こx{¹1地域~特性ûß情{応x�効率的z公共交

通ネóøワüクへ転換y»こx|必要xzs�2 

転換{向け1�成 25� 4o 1日{¹黒保根�÷マンù¿ク·ü~ß証ß験運行² 1�間ß施

w1そ~運行ß績等²踏~え1�成 26� 4o 1日{¹\様~運行計�~~~1本格運行²開始

w�2 

黒保根�÷マンù¿ク·ü�1わ�¹{渓谷鐵Ó²地域間幹線系統xw�地域Õフ³üÀü

系統~役割²担svzº1地区住民�けwzく1来訪者~移動²支え»交通手段wあº1存þ

|必要wあ»2 

 

ĀĂ地域公共交通確保維持事業~定量的z目標û効果 

ÿÿĀ事業~目標 

 

ð和 9事業�度~�間利用者数目標² 2,000人ÿ1日あ�º 5.5人Āxy»2 

※ð和 6事業�度[R5.10～R6.9]�間利用者数…2,213人ÿ1日当�º 6.0人Ā 

※ð和 7事業�度[R6.10～R7.9]�間利用者数…1,881人ÿ1日当�º 5.2人Ā 

※ð和 8事業�度[R7.10～R8.9]�間見込利用者数…1,956人ÿ1日当�º 5.4人Ā 

 

 ÿ参考Āð和 8事業�度~�間見込利用者数~計算 

[R7.10～R8.3]利用者数…980人ÿo�均 約 163人Ā 

     �間見込利用者数…163人 × 12o ＝ 1,956人 

桐生市地域公共交通計�ÿP28ĀP82～83参照Ā 

 

ÿĀĀ事業~効果 

 

朝]~通勤û通学~利用者{対応y»�±{1地域間幹線系統wあ»<わ�¹{渓谷鐵

Ó=水沼駅~発着時間{\わ{�運行²行うこx{¸º1黒保根�^へ向{う通勤者û通

学者~交通手段²確保y»2~�1集中予約方式²^入y»こx{¸º1利用者~利便性

向N²図»2 

日中�黒保根�Õ²ù²ûôüûù²{¸»÷マンù型運行²行うこx{¸º1水沼駅

及び本宿駅へ~接þ²確保y»xx²{1交通空白地域~解消x1利用者~希望時間{応

x�効率的z運行²行うこx|w}»2 

~�1黒保根�Õ{�1大}z病院や買い物施設|zいこx{¹1高齢者や 害者1学

生zy1公共交通ñ^{移動手段²持�zい地域住民�<わ�¹{渓谷鐵Ó=|市街地へ

~主要z移動手段{z»2w�|sv1<わ�¹{渓谷鐵Ó=へ~接þ|効率的{z»こx

w1日常生活{必要不可欠z移動手段|確保さ¼»xx²{1観Zû²始±xy»地域住

民ñ^~人{²移動手段|提供さ¼»�±1地域活性化{tz|»²~wあ»2 
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āĂĀĂ~目標²Ô成y»�±{行う事業及びそ~ß施主体 

 

û運転免»証自主返納者²対象{÷マンù¿ク·ü回数券²交付ÿ桐生市Ā 

û÷マンù¿ク·ü案ÕÁラ·~設置公民館�¸º等{利用Ð進~記事²掲載ÿ桐生市Ā 

ûweb予約ÿAI配車予約Ā·¹öム²ð和 8�度ÿð和 9事業�度Ā中{^入予定ÿ桐生市Ā 

 

桐生市地域公共交通計�ÿP62参照Ā 

 

 

ĂĂ地域公共交通確保維持事業{¸º運行²確保û維持y»運行系統~概要及び 

運送予定者 

 

 別添 表ÿ~xzº 

 

 

ăĂ地域公共交通確保維持事業{要y»費用~総Ý1負担者及びそ~負担Ý 

 

黒保根�÷マンù¿ク·ü{tいv1桐生市{¹~運行事業者へ~補助金Ý�1運行経

費{¹運行à入及び国庫補助金²差w引い�Ý{適正利潤²加え�Ýxwvい»2 

 

ÿ参考Āð和 8�度ÿð和 7�度運行Ā運行費補助ÿ見込�ÝĀ 

ÿ運行経費Ā  ÿ運行à入Ā ÿ国庫補助金Ā ÿ適正利潤Ā ÿ補助金ÝĀ 

10,425,922 āÿ 470,550 ÿ 5,069,000 Āÿ 250,000 ＝ 5,136,000Ö 

※千Ö未満Wº捨v 

 

ĄĂĀĂ~目標û効果~評価手法及び測定方法 

 

利用者数{tいv数値指標{¸»評価²ß施 

 

ąĂ別表ÿ~補助対象事業~基準ホ��w書{基u}1協議会|�日ÿ日当�º~

運行回数|ā回ñNw足º»x認±�系統~概要 

0地域間幹線系統~�1 

 

 ※ü当zw 

 

ĆĂ別表ÿ~補助対象事業~基準ニ{基u}1協議会|<広域行政圏~中心市�村

{準z»生活基盤|整備さ¼vい»=x認±�市�村~一覧 

0地域間幹線系統~�1 

 

 ※ü当zw 

 

ćĂ生産性向N~×組{Ï»×組Õ容1ß施主体1定量的z効果目標1ß施時期及

びそ~他特記事項 

0地域間幹線系統~�1 

 

 ※ü当zw 

 



  

別 紙 

10Ă地域公共交通確保維持改善事業²行う地域~概要 

0地域Õフ³üÀü系統~�1 

 

 別添 表ă~xzº 

 

11Ă車両~×得{Ï»目的û必要性 

0車両減価償却費等国庫補助金û公p民営方式車両購入費国庫補助金²Øけ¸

うxy»場\~�1 

 

 ※ü当zw 

 

12Ă車両~×得{Ï»定量的z目標û効果 

0車両減価償却費等国庫補助金û公p民営方式車両購入費国庫補助金²Øけ¸

うxy»場\~�1 

ÿÿĀ事業~目標 

 

 ※ü当zw 

 

ÿĀĀ事業~効果 

 

 ※ü当zw 

 

13車両~×得計�~概要及び車両~×得²行う事業者又�地方公共団体1要y»費

用~総Ý1負担者xそ~負担Ý0車両減価償却費等国庫補助金û公p民営方式

車両購入費国庫補助金²Øけ¸うxy»場\~�1 

 

※ü当zw 

 

14Ă老朽更新~ï替{¸»費用~削減等{¸»地域公共交通確保維持事業{zけ»

à支~改善{Ï»計�ÿ車両~ï替{¸»費用削減等~Õ容1ï替車両²活用

w�利用Ð進策Ā 

0公p民営方式車両購入費国庫補助金²Øけ¸うxy»場\~�1 

 

 ※ü当zw 

 

15Ă貨û混載~^入{Ï»目的û必要性 

0貨û混載^入経費国庫補助金²Øけ¸うxy»場\~�1 

 

 ※ü当zw 

 

16Ă貨û混載~^入{Ï»定量的z目標û効果 

0貨û混載^入経費国庫補助金²Øけ¸うxy»場\~�1 

ÿÿĀ事業~目標 

 

 ※ü当zw 
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ÿĀĀ事業~効果 

 

 ※ü当zw 

 

17Ă貨û混載~^入{Ï»計�~概要1要y»費用~総Ý1Õ»1負担者及び負担

Ý0貨û混載^入経費国庫補助金²Øけ¸うxy»場\~�1 

 

 ※ü当zw 

 

18Ă協議会~開催状況x主z議論 

 

ð和5�度  

û第1回ÿ4o28日Ā 協議会設立  

û第2回ÿ6o30日 ※文書協議Ā 黒保根�÷マンù¿ク·ü{zけ»生活交通確保維持 

改善計�ÿ地域Õフ³üÀü系統確保維持計�Ā~策定{tいv0承認1  

û第6回ÿ1o29日Ā 地域公共交通確保維持改善事業{関y»事業評価{tいvÿ地域Õ 

フ³üÀü系統確保維持事業Ā0承認1  

ð和6�度  

û第2回ÿ6o12日 ※文書協議Ā 地域公共交通確保維持事業ÿ黒保根�÷マンù¿ク·ü 

地域Õフ³üÀü系統Ā{関y»計�~認定申請{tいv0承認1  

û第3回ÿ1o15日 ※文書協議Ā 地域公共交通確保維持改善事業{関y»事業評価{tい

vÿ地域Õフ³üÀü系統確保維持事業Ā0承認1  

ð和7�度  

û第 1回ÿ6o 23日Ā 地域公共交通確保維持事業ÿ黒保根�÷マンù¿ク·ü地域Õ 

フ³üÀü系統Ā{関y»計�~認定申請{tいv0承認1 

û第 2回ÿ1o 26日Ā 地域公共交通確保維持事業{関y»事業評価{tいvÿ地域Õ 

 フ³üÀü系統確保維持事業Ā0承認1 

ð和 8�度 

û第 1回ÿ6o 29日Ā 地域公共交通確保維持事業ÿ黒保根�÷マンù¿ク·ü地域Õ 

 フ³üÀü系統Ā{関y»計�~認定申請{tいv 

 

19Ă利用者等~意見~ß映状況 

 

黒保根�÷マンù¿ク·ü~電û予約時間� 7時{¹ 19時~w~間~�wあº1予約~

時間帯|限¹¼vい»2~�1予約状況{¸sv�<利用w�い日1時間{利用w}zい=1

<到着時間|前後wvw~う=1<到着~w~待�時間|V{¹zい=zy課Üxzsvい

��±1AI オン÷マンù型配車·¹öム及びキャó·ュü¹決済²今後^入w1効率的z

配車1予約時~利便性向N1支払い手þ}~簡素化zy{¸º1利用者~利便性向N²図»

こxxw�2 

 

 

0本計�{関y»担当者û連絡Y1 

ÿ住 所Ā群馬県桐生市織姫�ÿāÿ      

ÿ所 属Ā桐生市共創企�部交通ビ¸ョン推進室 

ÿ氏 ]Ā橋本 祥一             

ÿ電 ûĀ0277-48-9041            

ÿe-mailĀkotsu@city.kiryu.lg.jp           
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注意Ĉ 本様式�あく~w参考wあº1補助要綱~要件²満�y²~wあ¼�1こ~様式{¸¹

zくv²差w支えあº~{³2 

ß�~計�作成{当�sv�補助要綱等²踏~えv作成²z願いい�w~y2 

    T記載項目{tいv1地域公共交通利便増進ß施計�及び地域旅û運送サüビ¹ýþß

施計�²作成wvい»場\{�1当ü計�{¹ü当部V²転記w�º1別添○○計�△節

~xzº1等xwv引用w�ºy»こx²可能wy2ÿ��w1N記ĀĂûāĂ{tいv�1

地域公共交通利便増進ß施計�及び地域旅û運送サüビ¹ýþß施計�{定±»目標1当

ü目標²Ô成y»�±{行う事業及びそ~ß施主体{関y»事項x~整\性²図»¸う{

wvOさい2~�1地域公共交通計�全体xwv1協議会{zけ»協議|整s�Nw提出

さ¼»必要|あº~yĀ2 

 

※ü当~zい項目�削除{z1<ü当zw=x記載wvOさい2 



èĀ　地域}q交通úß維持事m{¸º運行をúß・維持す»運行系統の概要Ûび運送ÎÛ�ÿ地域内フィーÀー系統Ā

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

年þ都道府県名 市区�村名

群馬県

協議_名

桐生市地域}q交通活性W協議
_

運送ÎÛ�名

㈱沼田屋¿クシー

桐生市 令Ü 9 年þ

e(1) O便地
域ÿýÛĀ

基準ハw該当
す»要件ÿ別
è７・９Ā

運送継
ÿ特例
措置

往

申
請
番
号

ÿ申請番号Ā運行系統名等

市�村ÿ¿クシー
事m�{運行委託
<乗\¿クシーz
y=Ā

Þß根�() Þß根�デマンド¿クシー

主た»m態

運行系統

�ù経由地起ù

区域型

運行態様
の別

地域内フィーÀー系統の基準適\ÿ別è７・別è９・別èĀÿĀ

�画運行
回u

�画運行
日u

復

365.0日 1,861.0回

利便増
進特例
措置

わた¹せ渓谷鐵道ÿ水沼駅・o宿駅Ā

補助対象地域�幹線系統等x接ÿのúß
基準ホw該当
す»要件ÿ別
è７のみĀ

f _年þか¹
引きÿき運行

令Ü 2 年þ

補助開Û年þ
市区�村名

桐生市



桐生市黒保根町デマンドタクシー
運行区域

抜粋



桐生市黒保根町デマンドタクシー
運行区域抜粋

本宿駅で接続

水沼駅で接続

わたらせ渓谷鐵道



電話Î約時{以O~事項²
伝えvく�uい2

Āĉ利用w�い日ÿいtĀ

āĉ利用w�い時間ÿz³xĀ

Ăĉ利用y»人数ÿz³{³Ā

ăĉ乗º�い場所ÿys{¹Ā

Ąĉ降º�い場所ÿys~wĀ

�³z~<ふ¼あい¿ク·ü=²|ひt利用く�uい2

Î約�フúüダイôû

0120-55-3744
Î約Ø付時間ĉĆ時{¹ĀĈ時~w

利用希�日~Ă日前{¹1当日~利用w�い時間~Ăÿ分前~w{電話wvく�uい2
黒保根町Õwあ¼�1ysw²ºw²利用w}»÷マンド運行²w~y2

0利用料金1
Ā回~乗車運賃ÿĀ]{t}Ā

○中学�以N�ĂÿÿÖÿ1回Ā

小学�û |い者�ĀĄÿÖ
未就学児�無料wy2

※ |い者料金²御利用{z»場合�1 
|い者手帳原本~提示|必要wy2~�1
\伴者�Ā]{限º1大人料金~半額{z
º~y2

z得z回数券²車Õw販売

小学�û |い者ĉĂ，ÿÿÿÖÿāā回分Ā
Ćÿ歳未満ĉĂ，ÿÿÿÖÿĀĀ回分Ā
Ćÿ歳以NĉĀ，ĄÿÿÖÿ Ć回分Ā
Ćÿ歳以NĉĂ，ÿÿÿÖÿĀĄ回分Ā

※70歳以N~人|回数券²購uy»場合�1年
齢|確認w}»u康保険証zy~提示|必要w
y2

※回数券²利用w�Ćÿ歳以N~人{限º1z
ºひ±バ¹~当日限º有効~<乗継券=²車Õ
w~行い�w~y2
t利用~場合�1運転手{z申w出く�uい2

j利用方法1忘¼物zy~z問い合わ{k
運行事業者ĉ株式会社 沼田屋¿ク·ü
TELĉÿāĆĆ-ăă-Ąāăā

担当ĉ黒保根支所地域振興整備ºw業振興係
TELĉÿāĆĆ-Ĉą-āĀĀĂ

日中運行時間 Ā時Ăÿ分からĀÿ時āÿ分まで
ÿzz1�û夕~定時定路線運行�O記~xzºĀ

0�夕~定時定路線型運行1
d � ą時ăÿ分 N田沢~→水沼駅
e夕方 ĀĆ時Ăÿ分 水沼駅~
f夕方 Āć時ăā分 水沼駅~



û利用Î約~キóンセûÿ×º消wĀ�1ほ{~利用希�者{御迷惑xzº~y~w1w}»�け避けvい��く¸うz願い
い�w~y2 緊急~場合zy1yうwv²キóンセûy»場合�1Î約セン¿ü{z早±{御連絡²z願いい�w~y2

û往復w利用y»ÿ�º~時間|分{»Ā場合�1�º~Î約²\時{w}~y2
û目的地|複数あ»場合�1目的地tx{Î約²wvく�uい2途中w車両²待�{»sx�w}~{³2
ûĀ人w乗º降ºw}zいz客様~場合1必z付}添い~人x一緒{利用wvく�uい2~�1未就学児{t}~wv²保護
者~\乗²z願いい�w~y2
ûy自動úフ¿ü�載車{tいv�1車いy{乗s�~~w乗降|可能wy2
û÷マンド車両~ドア�運転手|開け~y~w1車両|\車い�w~w�¹1}~~~z待�く�uい2
ûドア²開け»x足元{¹öップ|出v}~y~w1z気²付けく�uい2

ûÎ約~状況{¸sv�1利用w�い日1時間{利用w}zいsx²あº~y~w御Î承く�uい2
û運行状況{¸sv1Î約~時間¸º若干遅¼»sx²あº~y~w御Î承く�uい2

黒保根町路線バ¹|運行w
vい�経路Nw1ÿu³Ā
u³~希�場所へz迎え

āu³

電話Î約時{以O~事項²伝えvく�uい2
Āĉ利用w�い日
āĉ利用w�い時間
d�~定時定路線ÿ6時40分N田沢~Ā
e÷マンド運行ÿ8時30分{¹17時20分~wĀ
f夕方~定時定路線ÿ17時30分~水沼駅~Ā
g夕方~定時定路線ÿ18時42分~水沼駅~Ā

Ăĉ利用y»人数
ăĉ乗º�い場所ÿys{¹Ā
Ąĉ降º�い場所ÿys~wĀ

s¼wÎ約完Î！！

āu³宅
ÿ黒保根町ÕĀ

黒保根町Õ~āu³宅
{z迎え

\x時間�w\x方面~Î約|重zs�場合1ほ{~利
用者x乗º合い{zs�º1う回運行y»sx²あº~
y~w1時間{余裕²²svÎ約²wvく�uい2

利用希�日~3日前{¹1
前日~w

利
用
日
当
日

ÿu³~希�場所※ 2人~目的地ÿ例ĉ水沼駅Ā

利用希�日~3日前{¹1
当日~30分前~w

�~定時定路線
運行イメü¸

日中~÷マンド
運行イメü¸

電話wÎ約 事業者

Î
約

利
用
日
当
日

āu³~目的地
ÿ例ĉ水沼診療所Ā

水沼駅{2人²z迎え
利
用
日
当
日

2人|乗º合い

夕方~定時定路線
運行イメü¸

利用希�日~3日前{¹1
当日~30分前ÿ電話~�Ā~w

Î
約

Āu³

ÿu³ 電話wÎ約

Î
約

Āu³~希�場所※ 2人|乗º合い

事業者

黒保根支所
Î約申込書

āu³²乗{v
目的地へ

�夕~定時定路線�黒保根町路線バ¹~運行wvい�経
路Nw乗º降ºwvい��}~y2夕方~運行�水沼駅
²~車wv{¹1Î約状況{応x�運行経路²×º~y2

Ău³~希�場所※ ău³~希�場所※

御Î約~�~注意事項

御利用~�~注意事項

運行~�~注意事項

※�夕~定時定路線~希�場所{tいv�1黒保根町路線バ¹
|運行wvい�経路N{zº~y2

ău³

Ău³ 電話wÎ約 事業者

黒保根支所
Î約申込書



è５0地域}共交通úß維持}善事mを行う地域の概要

交通O便地域等のÕ訳

地域}共交通利便ß進実施計画1地域旅客運送サービス継続実施計画の策Û年月日Ûび{例適用開Û年þ

þ口集o地区以外ÿþĀ

計画名 策Û年月日 {例適用開Û年þ

þ口ÿþĀ 根拠ý

38,714 þ

83,151 þ交通O便地域等ÿþĀ

1,389 þ

81,762 þ

Þ疎地域の持続ö発展の支援に関する{別措置ý

Þ疎地域の持続ö発展の支援に関する{別措置ý

都道府県名 市区�村名 年þ

群馬県 桐生市 令和 9 年þ

協議会名

桐生市地域}共交通活性W協議
会

þ0口

対象地区

Þß根地区

旧桐生市





【協議７：参考】

36141-yoshikazu
テキストボックス
【協議６：参考】



地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統補助）
フロー図　【令和９年度計画関係（R8.10.01～Ｒ9.09.30）】

令和９年度計画認定申請

計　画　認　定

事　業　実　施

交　付　申　請

一　次　評　価

二　次　評　価

次期計画認定への反映

今回の協議


